
JP 6459451 B2 2019.1.30

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プローブ、撮像器、記録媒体及び表示器の各々と接続可能に構成され、プローブを用い
て被検体に超音波を送信し反射超音波から得られる被検体体内の断層画像を表示する超音
波診断装置であって、
　反射超音波に基づいて複数フレームの断層画像を生成する断層画像生成部と、
　撮像器より第１の断層画像を取得したときのプローブを操作する手技が撮像された第１
の動画像を取得する動画像取得部と、
　前記断層画像生成部から供給される前記第１の断層画像と、前記動画像取得部から供給
される前記第１の動画像とを対応付けて記録媒体に記録する対応付記録部と、
　過去に取得され前記記録媒体に記録されている第２の断層画像及びそれを取得したとき
のプローブを操作する手技が撮像された第２の動画像を読み出すデータ参照部と、
　前記データ参照部が、前記記録媒体から読み出した前記第２の断層画像及び前記第２の
動画像と、前記断層画像生成部から供給される前記第１の断層画像と、前記動画像取得部
から供給される前記第１の動画像とを、表示器に並べて表示する表示画面構成部とを備え
た
　超音波診断装置。
【請求項２】
　前記動画像取得部から供給される前記第１の動画像を解析して検査部位を識別し第１の
検査部位識別情報を生成する動画像解析部を、さらに備え、
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　前記対応付記録部は、前記第１の断層画像及び前記第１の動画像に、さらに前記第１の
検査部位識別情報を対応付けて前記記録媒体に記録し、
　前記データ参照部は、過去に取得され前記記録媒体に記録されている第２の断層画像及
び第２の動画像であって、対応付されている第２の検査部位識別情報と前記第１の検査部
位識別情報とが一致する第２の断層画像及び第２の動画像を読み出す
　請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項３】
　前記記録媒体は、前記第２の検査部位識別情報に対応するボディマーク画像が記録され
ており、
　前記データ参照部は、前記記録媒体に記録されたボディマーク画像の中から、前記第２
の検査部位識別情報に基づき特定のボディマーク画像を読み出し、
　前記表示画面構成部は、前記ボディマーク画像を前記表示器に、さらに表示させるよう
表示画面を構成する
　請求項２に記載の超音波診断装置。
【請求項４】
　プローブ、撮像器、記録媒体及び表示器の各々と接続可能に構成され、プローブを用い
て被検体に超音波を送信し反射超音波から得られる被検体体内の断層画像を表示する超音
波画像処理方法であって、
　反射超音波に基づいて複数フレームの断層画像を生成し、
　撮像器より第１の断層画像を取得したときのプローブを操作する手技が撮像された第１
の動画像を取得し、
　生成された前記第１の断層画像と、取得された前記第１の動画像とを対応付けて前記記
録媒体に記録し、
　過去に取得され記録媒体に記録されている第２の断層画像及びそれを取得したときのプ
ローブを操作する手技が撮像された第２の動画像を読み出し、
　前記記録媒体から読み出した前記第２の断層画像及び前記第２の動画像と、生成された
前記第１の断層画像と、取得された前記第１の動画像とを、表示器に並べて表示する
　超音波画像処理方法。
【請求項５】
　請求項４に記載の超音波画像処理方法をコンピュータ、に実行させるプログラムが記録
されたコンピュータ読み取り可能な非一時的な記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、超音波診断装置および超音波画像処理方法に関する。特に、超音波プローブ
により被検体から取得された反射超音波と、撮像器により撮影された診断風景とを参照し
ながら検査を行う超音波診断装置、及び、超音波画像処理方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波診断装置は、超音波プローブ（以後、「プローブ」とする）により被検体内部に
超音波を送信し、被検体組織の音響インピーダンスの差異により生じる超音波反射波を受
信する。さらに、この受信信号に基づいて、被検体の内部組織の構造を示す超音波断層画
像（以後、「断層画像」とする）を生成し、モニタ（以後、「表示器」とする）上に表示
するものである。超音波診断装置は、被検体への侵襲が少なく、リアルタイムに体内組織
の状態を断層画像として観察できるため、生体の形態診断に広く用いられている。
【０００３】
　超音波検査では、検査対象部位における被験者の組織と、想定される正常な組織とを超
音波画像により比較観察して、被験者の組織が異常な状態であるかどうかの診断を行う。
検査時に検査者がリアルタイムで超音波画像を観察する際には、検査者はプローブを被検
体のどの部位に当てているかを把握することが容易であり、その結果、組織に異常があれ
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ばそれを検出することができる。
【０００４】
　しかしながら、超音波画像取得時とは異なる機会に超音波画像を観察する場合には、検
査者はプローブを被検体のどの部位に当てているかを直接把握することができない。それ
は、超音波画像取得時に、プローブがどの部位にどのような角度で当てられていたかの情
報は超音波画像に記録されないことに起因する。その結果、検査対象の部位が不明確な状
態となり、比較対象とすべき正常な組織状態を想起することができず、被検体組織の異常
を精度よく検出することが困難な場合があった。すなわち、超音波画像のみから正確な検
査を行うことは困難な場合があった。
【０００５】
　これに対し、超音波検査時の観察部位情報や、プローブ姿勢情報を、それぞれボディマ
ーク、プローブマークとして図形化し、超音波画像と併せて記録し画面表示させる機能を
有する超音波診断装置が提案され用いられて来た。これにより、超音波検査後に超音波画
像を閲覧する者が検査部位を正確に把握すことが可能となった。
　しかしながら、ボディマーク、プローブマークは自動で付与されるものではなく、検査
者自らが手作業で入力する必要があり手間がかかるという問題があった。例えば、リウマ
チ検査においては合計４４箇所の指関節を評価することが提唱されるなど、一人の被検体
に対して、検査対象部位が複数かつ多岐にわたることも多く、その手間は非常に大きいも
であった。
【０００６】
　これに対し、例えば、特許文献１では、プローブと被検体との位置関係をカメラで撮影
し、超音波画像とカメラ画像とを合成した診断画像を生成し画面表示させる超音波診断装
置が提案されている。これにより、手作業でボディマーク等を入力することなく、超音波
検査後に超音波画像を閲覧する者が観察部位を把握することが可能となった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特許第４６７７１９９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　ところが、上記特許文献記載の技術では、取得した超音波画像とカメラ画像とを１枚の
静止画像として合成記録するため、検査時のプローブの動きや被検体の動きを把握するこ
とができなかった。
　超音波検査ではリアルタイムに断層画像が得られるため、被検体組織を動かしながら体
内の動態を検査することが行われている。例えば、整形外科診療においては、関節を曲げ
たり伸ばしたりしながら超音波検査が行われている。このような場合に、精度と再現性の
高い超音波検査を行うためには、比較観察の対象となる超音波画像取得時における関節の
動作やプローブの動きを正しく把握する必要があった。
【０００９】
　本開示は、上記課題に鑑みてなされたものであり、超音波検査時に比較観察の対象とな
る超音波画像取得時における被検体部位の動作やプローブの動きを正しく把握することが
できる超音波診断装置及び画像記録方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記課題を解決するために、本開示の一態様に係る超音波診断装置は、プローブ、撮像
器、記録媒体及び表示器の各々と接続可能に構成され、プローブを用いて被検体に超音波
を送信し反射超音波から得られる被検体体内の断層画像を表示する超音波診断装置であっ
て、反射超音波に基づいて複数フレームの断層画像を生成する断層画像生成部と、撮像器
より第１の断層画像を取得したときのプローブを操作する手技が撮像された第１の動画像
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を取得する動画像取得部と、前記断層画像生成部から供給される前記第１の断層画像と、
前記動画像取得部から供給される前記第１の動画像とを対応付けて記録媒体に記録する対
応付記録部と、過去に取得され前記記録媒体に記録されている第２の断層画像及びそれを
取得したときのプローブを操作する手技が撮像された第２の動画像を読み出すデータ参照
部と、前記データ参照部が、前記記録媒体から読み出した前記第２の断層画像及び前記第
２の動画像と、前記断層画像生成部から供給される前記第１の断層画像と、前記動画像取
得部から供給される前記第１の動画像とを、表示器に並べて表示する表示画面構成部とを
備えたことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明の一態様に係る超音波診断装置は、上記構成により、超音波検査時に比較観察の
対象となる過去の超音波画像取得時における被検体部位の動作やプローブの動きを正しく
把握することができ、精度と再現性の高い超音波検査を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】実施の形態１に係る超音波診断装置１５０を含む超音波診断システム１００の外
観図である。
【図２】実施の形態１に係る超音波診断装置１５０を用いた超音波診断システム１００の
構成を示すブロック図である。
【図３】超音波診断装置１５０の画像処理回路１５１の構成を示すブロック図である。
【図４】対応付記録部１０７が出力する保存データリストの一例を示す概略図である。
【図５】超音波診断装置１５０の超音波画像表示処理フローの一例を示したフローチャー
トである。
【図６】超音波診断装置１５０における表示画面の一例を示した概略図である。
【図７】超音波診断装置１５０における表示画面の別の一例を示した概略図である。
【図８】超音波診断装置１５０における表示画面の別の一例を示した概略図である。
【図９】実施の形態２に係る超音波診断装置１５２を用いた超音波診断システム１００の
構成を示すブロック図である。
【図１０】超音波診断装置１５２の画像処理回路１５３の構成を示すブロック図である。
【図１１】対応付記録部２０７が出力する保存データリストの一例を示す概略図である。
【図１２】超音波診断装置１５２の処理フローを示したフローチャートである。
【図１３】超音波診断装置１５２の検査部識別処理の詳細を示したフローチャートである
。
【図１４】超音波診断装置１５２の表示画面の一例を示した概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、実施の形態について説明する。
　≪本発明を実施するための形態の概要≫
　本実施の形態に係る超音波診断装置は、プローブ、撮像器、記録媒体及び表示器の各々
と接続可能に構成され、プローブを用いて被検体に超音波を送信し反射超音波から得られ
る被検体体内の断層画像を表示する超音波診断装置であって、反射超音波に基づいて複数
フレームの断層画像を生成する断層画像生成部と、撮像器より第１の断層画像を取得した
ときのプローブを操作する手技が撮像された第１の動画像を取得する動画像取得部と、前
記断層画像生成部から供給される前記第１の断層画像と、前記動画像取得部から供給され
る前記第１の動画像とを対応付けて記録媒体に記録する対応付記録部と、過去に取得され
前記記録媒体に記録されている第２の断層画像及びそれを取得したときのプローブを操作
する手技が撮像された第２の動画像を読み出すデータ参照部と、前記データ参照部が、前
記記録媒体から読み出した前記第２の断層画像及び前記第２の動画像と、前記断層画像生
成部から供給される前記第１の断層画像とを、表示器に並べて表示する表示画面構成部と
を備えたことを特徴とする。



(5) JP 6459451 B2 2019.1.30

10

20

30

40

50

【００１４】
　また、別の態様では、前記表示画面構成部は、さらに、前記動画像取得部から供給され
る前記第１の動画像をも併せた表示画面を構成し、前記表示器に表示する構成であっても
よい。
　また、別の態様では、前記動画像取得部から供給される前記第１の動画像を解析して検
査部位を識別し第１検査部位識別情報を生成する動画像解析部を、さらに備え、前記対応
付記録部は、前記第１の断層画像及び前記第１の動画像に、さらに前記第１の検査部位識
別情報を対応付けて前記記録媒体に記録し、前記データ参照部は、過去に取得され前記記
録媒体に記録されている第２の断層画像及び第２の動画像であって、対応付されている第
２の検査部位識別情報と前記第１の検査部位識別情報とが一致する第２の断層画像及び第
２の動画像を読み出す構成であってもよい。
【００１５】
　また、別の態様では、前記記録媒体は、前記第２の検査部位識別情報に対応するボディ
マーク画像が記録されており、前記データ参照部は、前記記録媒体に記録されたボディマ
ーク画像の中から、前記第２の検査部位識別情報に基づき特定のボディマーク画像を読み
出し、前記表示画面構成部は、前記ボディマーク画像を前記表示器に、さらに表示させる
よう表示画面を構成する構成であってもよい。
【００１６】
　また、本実施の形態に係る超音波画像処理方法は、プローブ、撮像器、記録媒体及び表
示器の各々と接続可能に構成され、プローブを用いて被検体に超音波を送信し反射超音波
から得られる被検体体内の断層画像を表示する超音波画像処理方法であって、反射超音波
に基づいて複数フレームの断層画像を生成し、撮像器より第１の断層画像を取得したとき
のプローブを操作する手技が撮像された第１の動画像を取得し、前記断層画像生成部から
供給される前記第１の断層画像と、前記動画像取得部から供給される前記第１の動画像と
を対応付けて前記記録媒体に記録し、過去に取得され記録媒体に記録されている第２の断
層画像及びそれを取得したときのプローブを操作する手技が撮像された第２の動画像を読
み出し、前記データ参照部が、前記記録媒体から読み出した前記第２の断層画像及び前記
第２の動画像と、前記断層画像生成部から供給される前記第１の断層画像とを、表示器に
並べて表示することを特徴とする。
【００１７】
　また、別の態様では、上記超音波画像処理方法をコンピュータに実行させるプログラム
が記録されたコンピュータ読み取り可能な非一時的な記録媒体であってもよい。
　≪実施の形態１≫
　以下、実施の形態１に係る超音波診断装置１５０を含む超音波診断システム１００につ
いて、図面を参照しながら説明する。
【００１８】
　＜超音波診断システムの全体構成＞
　実施の形態１に係る超音波診断装置１５０を含む超音波診断システム１００の全体構成
について説明する。超音波診断システム１００は、プローブ１０１を介して超音波診断の
ための超音波信号送受信と、受信した超音波反射信号の画像化を行う。図１は、実施の形
態１に係る超音波診断装置１５０を含む超音波診断システム１００の外観図である。図２
は、超音波診断装置１５０の構成を示すブロック図である。
【００１９】
　図１及び図２に示すように、超音波診断システム１００は、超音波診断装置１５０、プ
ローブ１０１、撮像器１０２、表示器１１１及び操作部１１２から構成される。
　以下、超音波診断システム１００を構成する各装置について説明する。
　超音波診断装置１５０は、図２に示すように、制御部１０３と、送受信部１０４と、動
画像取得部１０５と、断層画像生成部１０６と、対応付記録部１０７と、データ参照部１
０８と、表示画面構成部１０９と、データ格納部１１０とを備える。そのうち、動画像取
得部１０５と、断層画像生成部１０６と、対応付記録部１０７と、データ参照部１０８と
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、表示画面構成部１０９は、超音波診断装置１５０の画像処理回路１５１を構成する。
【００２０】
　１．超音波診断装置１５０
　超音波診断装置１５０を構成する各要素、例えば、制御部１０３、送受信部１０４、動
画像取得部１０５、断層画像生成部１０６、対応付記録部１０７、データ参照部１０８、
表示画面構成部１０９、データ格納部１１０、それぞれ、例えば、ＦＰＧＡ（Ｆｉｅｌｄ
　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｇａｔｅ　Ａｒｒａｙ）、ＡＳＩＣ（Ａｐｐｌｉｃａｔｉ
ｏｎ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｉｎｇｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ）などのハードウェア
回路により実現される。あるいは、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕ
ｎｉｔ）やプロセッサなどのプログラマブルデバイスとソフトウェアにより実現される構
成であってもよい。これらの構成要素は一個の回路部品とすることができるし、複数の回
路部品の集合体にすることもできる。また、複数の構成要素を組合せて一個の回路部品と
することができるし、複数の回路部品の集合体にすることもできる。
【００２１】
　超音波診断装置１５０の外部には、プローブ１０１、撮像器１０２、表示器１１１及び
操作部１１２とがあり、それぞれ、超音波診断装置１５０が各々接続可能に構成されてい
る。図２は超音波診断装置１５０に、プローブ１０１、撮像器１０２、表示器１１１及び
操作部１１２が接続された状態を示している。なお、プローブ１０１と、表示器１１１と
は、超音波診断装置１５０の内部にあってもよい。
【００２２】
　次に、超音波診断装置１５０に外部から接続される各要素について説明する。
　２．プローブ１０１
　プローブ１０１は、超音波を送受信する超音波振動子を備えるプローブである。プロー
ブ１０１は、例えば一次元方向に配列された複数の振動子（不図示）を有する。プローブ
１０１は、後述の送受信部１０４から供給されたパルス状の電気信号である送信信号をパ
ルス状の超音波に変換する。プローブ１０１は、プローブ１０１の振動子側外表面を被検
体の皮膚表面に接触させた状態で、複数の振動子から発せられる複数の超音波からなる超
音波ビームを測定対象に向けて送信する。そして、プローブ１０１は、被検体からの複数
の反射超音波（以下、「超音波反射信号」とする）をエコー信号として受信し、複数の振
動子によりこれら超音波反射信号をそれぞれ電気信号（以下、「受信信号」とする）に変
換し、受信信号を送受信部１０４に供給する。
【００２３】
　３．撮像器１０２
　撮像器１０２は、制御部１０３の指示に従いプローブを操作する手技を撮像して、ビデ
オ画像の画像信号を動画像取得部１０５に連続的に出力するカメラである。超音波診断装
置１５０では、撮像器１０２が通電されている間は、撮像器１０２から動画像取得部１０
５に画像信号が連続的に出力される構成となっている。
【００２４】
　撮像器１０２は、例えば、図１に示すように、いわゆるビデオカメラであり、レンズで
集められた光を撮像素子（ＣＣＤやＣＭＯＳなど）上に結像させ、光を電気信号へと変換
するものである。撮像器１０２は、例えば表示器１１１の上部に、鏡筒が被検体の検査部
位が通常配される位置を向くように角度調整された状態で装着固定されている。操作部１
１２に入力された検査者からの指示に基づき、制御部１０３は撮像器１０２に鏡筒の角度
、ズーム、フォーカス等を制御する制御信号を動画像取得部１０５を介して撮像器１０２
に出力し、撮像器１０２は制御信号に基づきこれらを調整動作を行う。これにより、検査
者は撮像器１０２の鏡筒のアングル、ズーム、フォーカス等を被検体の検査部位の位置に
向けて操作部１１２への入力に基づきて調整することができる。具体的には、検査者は表
示画面に表示される撮像器１０２からのビデオ画像を見ながら、操作部１１２への操作入
力を行うことにより鏡筒の角度、ズーム、フォーカスを調整することができる。撮像され
た動画像には、動画像を撮像したときの鏡筒のアングル、ズーム、フォーカス等撮像条件
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に関する情報が、例えば、動画像ファイルのヘッダ部分に動画像取得部１０５により記録
されデータ格納部１１０に保存される。したがって、過去に撮像された動画像ファイルの
ヘッダ部分に記録されている撮像条件に関する情報を再現することにより、過去に撮像し
た動画像と同じ撮像条件で現在取得中の動画像を撮像することができる。
【００２５】
　また、撮像器１０２は、複数設けられた構成であってもよい。複数の撮像器１０２を検
査部位毎に切り替えて使用することにより、検査部位が変わるたびに検査部位の位置に向
けて鏡筒の角度、ズーム、フォーカスを都度調整することが不要となる。あるいは、動画
像取得部１０５において複数の撮像器１０２からの画像信号を合成することにより奥行き
感を持った動画像を取得することができ、超音波画像取得時における被検体部位の動作や
プローブの動きをより一層正しく把握することができる。
【００２６】
　３．表示器１１１
　表示器１１１は、いわゆる画像表示用の表示装置であって、表示画面構成部１０９によ
り構成された画面構成に従い、後述する制御部１０３を介して出力される、参照画像の動
画像、参照画像の断層画像、取得データの動画像、取得データの断層画像を表示する。表
示器１１１には、ＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　ｃｒｙｓｔａｌ　ｄｉｓｐｌａｙ、液晶ディス
プレイ）、有機ＥＬディスプレイ等を用いることができる。
【００２７】
　４．操作部１１２
　操作部１１２は、入力デバイスであり、検査者からの超音波診断装置１５０に対する各
種設定、操作等の各種操作入力を受け付け、制御部１０３に出力する。検査者より入力さ
れる情報は、患者名、検査日時、画面の再生・停止、保存、画質調整、等である。これら
入力情報は、データ格納部１１０に保存される。
【００２８】
　操作部１１２は、例えば、具体的には、キーボード、トラックボール、タッチパネルに
相当する。タッチパネルである場合には、表示器１１１と一体として構成されていてもよ
い。この場合、表示器１１１に表示された操作キーに対してタッチ操作やドラッグ操作を
行うことで超音波診断装置１５０の各種設定、操作を行うことができ、超音波診断装置１
５０がこのタッチパネルにより操作可能に構成される。
【００２９】
　また、操作部１１２は、各種操作用のキーを有するキーボードや、各種操作用のボタン
、レバー等を有する操作パネルであってもよい。また、操作部１１２は、表示器１１１に
表示されるカーソル表示を動かすためのトラックボール、マウス等であってもよい。また
は、これらを複数用いてもよく、これらを複数組合せた構成のものであってもよい。
　＜超音波診断装置１５０の各部構成＞
　次に、超音波診断装置１５０に含まれる各ブロックの構成について説明する。
【００３０】
　１．制御部１０３
　制御部１０３は、超音波診断装置１５０に含まれる各処理部の制御を行う回路である。
以降、特に明記しないが、制御部１０３が各処理部の動作を制御する。例えば、制御部１
０３は、動作タイミングなどを制御しながら各処理部に処理を実行させる。
　２．送受信部１０４
　送受信部１０４は、プローブ１０１と接続される。送受信部１０４は、制御部１０３か
らの送信制御信号に基づき、プローブ１０１に超音波ビームを送信させるためのパルス状
の送信超音波信号を供給する送信処理を行う回路である。具体的には、送受信部１０４は
、例えば、クロック発生回路、パルス発生回路、遅延回路を備えている。クロック発生回
路は、超音波ビームの送信タイミングを決定するクロック信号を発生させる回路である。
パルス発生回路は、各振動子を駆動するパルス信号を発生させるための回路である。遅延
回路は、超音波ビームの送信タイミングを各振動子毎に遅延時間を設定し、遅延時間だけ
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超音波ビームの送信を遅延させて超音波ビームのフォーカシングを行うための回路である
。
【００３１】
　また、送受信部１０４は、さらに、プローブ１０１から取得した反射超音波に基づく受
信超音波信号を増幅した後ＡＤ変換したＲＦ信号を整相加算して深さ方向に連なった音響
線信号を生成する。そして、超音波走査の順に時系列に音響線信号を断層画像生成部１０
６に出力する受信処理を行う。
　ＲＦ信号とは、例えば、振動子配列方向と超音波の送信方向であって振動子配列と垂直
な方向からなる複数の信号からなり、各信号は反射超音波の振幅から変換された電気信号
をＡ／Ｄ変換したデジタル信号である。
【００３２】
　音響線信号とは、整相加算処理後のＲＦ信号を構成する深さ方向に連続したデータのこ
とである。深さ方向とは被検者の体表から体内へ送信超音波信号の進む方向である。音響
線信号は、例えば、振動子配列方向と超音波の送信方向であって、振動子配列と垂直な方
向からなる複数の信号からなるフレームを構築する。１回の超音波走査により取得された
音響線信号をフレーム音響線信号と称呼する。なお、「フレーム」とは、１枚の断層画像
を構築する上で必要な１つのまとまった信号の単位をさす。
【００３３】
　送受信部１０４は、送信処理および受信処理を繰り返し連続して行う。
　３．画像処理回路１５１
　実施の形態１に係る超音波診断装置１５０の画像処理回路１５１の構成を説明する。図
３は、超音波診断装置１５０の画像処理回路１５１の構成を示すブロック図である。上述
のとおり、超音波診断装置１５０の画像処理回路１５１は、動画像取得部１０５、断層画
像生成部１０６、対応付記録部１０７、データ参照部１０８及び表示画面構成部１０９か
ら構成される。
【００３４】
　（１）動画像取得部１０５
　動画像取得部１０５は、撮像器により撮像された動画像を取得する回路である。動画像
取得部１０５は、撮像器１０２により撮像され撮像器１０２により連続的に出力される画
像信号を入力とし、プローブを操作する手技が撮像された動画像を取得する。動画像の取
得開始、及び、停止は、制御部１０３により動画像取得部１０５に送信される制御信号に
基づいて制御される。
【００３５】
　動画像取得部１０５では、超音波送受信と動画像の取得と同時に開始、及び、停止がさ
れるよう制御部１０３により制御される。具体的には、検査者が操作部１１２にフリーズ
解除操作を入力すると、制御部１０３は送受信部１０４に対し送受信処理を開始するよう
制御信号を出力するとともに、同じタイミングで動画像取得部１０５に対し動画像の取得
開始を指示する制御信号を出力する。これにより、送受信部１０４による送受信処理と動
画像取得部１０５による動画像の取得が同時に開始される。他方、検査者が操作部１１２
にフリーズ操作を入力すると、制御部１０３は送受信部１０４に対し送受信処理を停止す
るよう制御信号を出力するとともに、同じタイミングで動画像取得部１０５に対し動画像
の取得停止を指示する制御信号を出力する。これにより、送受信部１０４による送受信処
理と動画像取得部１０５による動画像の取得が同時に停止される。
【００３６】
　動画像取得部１０５により取得された動画像は制御部１０３を介してデータ格納部１１
０に出力され保存される。
　（２）断層画像生成部１０６
　断層画像生成部１０６は、プローブ１０１により被検体から取得された反射超音波に基
づいて断層画像を生成する回路である。断層画像は、超音波受信信号の強さを輝度によっ
て表したいわゆるＢモード画像である。なお、検査者が被検体上でプローブを移動させな
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がら、順次、反射超音波を取得する場合を例として説明する。ただし、プローブの移動は
、直線的なものに限られない。つまり、検査者が曲線的にプローブを移動させる場合にも
適用することができる。
【００３７】
　断層画像生成部１０６は、１フレームのそれぞれの音響線信号を、その強度に対応した
輝度信号へと変換し、その輝度信号を直交座標系に座標変換を施すことで１フレームの断
層画像を生成する。断層画像生成部１０６はこの処理をフレーム毎に逐次行い、生成した
断層画像を制御部１０３を介してデータ格納部１１０に出力する。具体的には、断層画像
生成部１０６は、反射超音波に対しフィルタ処理を行ったのち、包絡線検波を行う。さら
に、包絡線検波により取得した信号に対して対数変換及びゲイン調整を行うことで輝度変
換し、その輝度信号を直交座標系に座標変換を施すことで断層画像を生成する。断層画像
生成部１０６にて生成されたフレームの断層画像は、超音波走査が行われる毎に時系列に
データ格納部１１０に送信される。なお、断層画像生成部１０６による断層画像生成は時
系列的に連続で行ってもよい。一連の断層画像を断層動画として記録してもよい。
【００３８】
　（３）対応付記録部１０７
　対応付記録部１０７は、断層画像と動画像とを対応付けてデータ格納部１１０に記録す
る回路である。超音波診断装置１５０では、対応関係を示した保存データリストを作成し
てデータ格納部１１０に記録する。本実施の形態では、断層画像と動画像との対応付けは
、ファイル単位で行われる構成としている。具体的には、図３に示すように、対応付記録
部１０７は、断層画像生成部１０６から供給される現在取得中の断層画像と、動画像取得
部１０５から供給される現在取得中の動画像とを入力として、断層画像及び動画像を参照
画像（リファレンス画像）としてデータ格納部１１０に別のファイルとして各々記録する
。併せて、対応付記録部１０７は、両画像のファイルの対応関係を示す保存データリスト
追加情報をデータ格納部１１０に保存されている保存データリストに記録し、保存データ
リストを更新する。したがって、断層画像生成部１０６において新たな断層画像が取得さ
れると、データ格納部１１０に保存されている保存データリストには、新規に保存データ
リスト追加情報が追加されながら更新される。
【００３９】
　図４は、対応付記録部１０７が出力する保存データリストの一例を示す概略図である。
保存データリストは、各要素として、被検体ＩＤ、検査日時を示すタイムスタンプ、断層
動画へのリンク情報、動画像へのリンク情報を含むリストであるとする。このように、記
録する断層動画へのリンク情報、および、動画像へのリンク情報を、保存データリストの
要素とすることで、断層動画と動画像との対応付けが実現される。これにより、複数フレ
ームからなる一連の断層画像と、同じく複数フレームからなる動画像とを、保存データリ
スト上で対応付けたうえで、データ格納部１１０に記録することができる。
【００４０】
　なお、対応付記録部１０７による、断層画像と動画像との対応付けは、フレーム単位で
行なう構成としてもよい。その場合には、両画像のフレーム毎の対応関係を示す保存デー
タリスト追加情報をフレーム単位で作成しデータ格納部１１０に保存されている保存デー
タリストに記録する。
　なお、動画像を対応付ける方法として、保存データリストを用いる方法を説明したが、
断層動画と動画像とが１対１で紐付けすることができる他の方法であってもよい。例えば
、断層動画に対して、対応する動画像のファイル情報を、例えば、断層動画ファイルのヘ
ッダ部分に付加情報として付与し、さらに、動画像に対して、対応する断層動画のファイ
ル情報を、例えば、動動画ファイルのヘッダ部分に付加情報として付与する構成であって
もよい。
【００４１】
　（４）データ参照部１０８
　データ参照部１０８は、操作部１１２から供給される検査者の操作入力情報を入力とし
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て、データ格納部１１０に記録された断層画像、及び、動画像を参照画像（以後、断層画
像と対応付けられた動画像像とを総称するときは「参照画像」とする）として読み出す回
路である。検査者は表示器１１１に表示される、例えば電子カルテ等の表示画面を見なが
ら、操作部１１２への操作入力により参照したい断層画像が選択することができる。操作
部１１２へ検査者が参照したい断層画像が選択されると、対応する動画像が同時にデータ
格納部１１０から読み出される。このとき、断層画像の選択には保存データリストを利用
してもよい。これによれば、被検体ＩＤや、検査日時等を特定することにより、選択可能
な断層画像を絞り込んだ後、個別の断層画像を選択することができる。また、検査者が参
照したい動画像を選択することにより、対応する断層画像が同時に読み出される構成であ
ってもよい。また、断層画像と対応する動画像とを選択して呼び出すことができる方法で
あれば他の方法を採ることも可能である。
【００４２】
　（５）表示画面構成部１０９
　表示画面構成部１０９は、参照画像である検査者により選択された断層画像及び動画像
と、現在収集中の断層画像とを、表示器１１１の画面に並べて表示する回路である。現在
取得中データには、動画像取得手段が取得する動画像を含めてもよい。ここで、「並べて
表示」とは、参照画像と、現在収集中の断層画像及び動画像が表示画面内にあればばよく
、参照画像と現在収集中の断層画像及び動画像との位置関係はどのような位置関係であっ
てもよい。
【００４３】
　具体的な処理としては、図３に示すように、表示画面構成部１０９は、データ参照部１
０８がデータ格納部１１０から読み出した参照画像である対応付けられた断層画像及び動
画像と、断層画像生成部１０６から直接供給される現在取得中の断層画像とを、表示器１
１１の画面に並べて表示するように表示画面を構成する。そして、表示画面構成部１０９
は、表示画面を構成する画像信号を制御部１０３を介して表示器１１１に出力する。さら
に、表示画面構成部１０９は、動画像取得部１０５から直接供給される現在取得中の動画
像も表示器１１１の画面に並べて表示するよう表示画面を構成してもよい。
【００４４】
　４．データ格納部１１０
　データ格納部１１０は、断層画像生成部１０６が生成する断層画像、動画像取得部１０
５が生成する動画像、対応付記録部１０７により生成される保存データリスト等の対応情
報、表示画面構成部１０９により生成された表示用画面情報、操作部１１２より入力され
た各種操作に関する情報を制御部１０３を介して取得し記録する記録媒体である。データ
格納部１１０は、コンピュータ読み取り可能な記録媒体であり、例えば、フレキシブルデ
ィスク、ハードディスク、ＭＯ、ＤＶＤ、ＤＶＤ－ＲＡＭ、半導体メモリ等を用いること
ができる。また、データ格納部１１０は、超音波診断装置１５０に外部から接続された記
憶装置であってもよい。
【００４５】
　＜表示画像について＞
　次に、超音波診断装置１５０における表示画像の一例について説明する。図６、図７及
び図８は、超音波診断装置１５０における表示画像の一例を示した概略図である。
　図６、図７及び図８に示すように、表示画面構成部１０９により構成された表示画面に
は、参照画像と、現在収集中の断層画像及び動画像が表示画面内に並べて配置されており
、参照画像と、現在収集中の断層画像及び動画像が表示器１１１の画面に並べて表示され
る。例えば、図６に示す例では、表示画面構成部１０９は、表示枠２０１に参照画像の断
層画像、表示枠２０２に参照画像の動画像、表示枠２０３に取得データの断層画像、表示
枠２０４に取得データの動画像を配置して、表示画面を構成する。
【００４６】
　これによれば、参照する断層画像を取得する際の被検体部位の動作やプローブの動きを
動画像として確認しながら、超音波検査を行うことができる。また、この画面構成により
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、検査者は、参照画像と同じ検査を再現するように、被検体やプローブを動かして検査す
ることが可能となる。この場合には、検査条件を同一にしたうえで断層画像の違いを比較
することが可能になり、より正確に診断することができる。
【００４７】
　また、表示画面の構成は図６に示す構成に限らない。参照画像の断層画像と現在取得中
データの断層画像とを比較、及び、参照画像の動画像と現在取得中データの動画像とを比
較できる画面構成であればよい。例えば、図７のように、構成してもよい。ここでは、表
示枠２０１に参照画像の断層画像、表示枠２０２に参照画像の動画像、表示枠２０３に現
在取得中データの断層画像、表示枠２０４に現在取得中データデータの動画像を配置する
。この表示画面の構成は、整形外科における手指関節の超音波検査など、表層を検査する
場合に有用な画面構成である。すなわち、断層画像のウィンドウを横長に構成し、参照画
像と取得データとを上下に配置したもので、体表に対して水平に広がる体内組織を比較し
易い。
【００４８】
　また、図８に示すように、参照画像の動画像は、サムネール表示として構成されてもよ
い。ここでは、表示枠２０１に参照画像の断層画像、表示枠２０２に参照画像の動画像、
表示枠２０３に現在取得中データの断層画像、表示枠２０４に現在取得中データデータの
動画像を配置する。そのうえで、表示枠２０２に示される参照画像の動画像は、参照画像
の動画中の各フレームをサムネールとして複数配置する構成としている。これによれば、
参照画像取得時の、被検体の動きやプローブの動きを一覧することができ、参照画像取得
時にどのような検査を行ったのかがより容易に把握することが可能となる。
【００４９】
　＜動作について＞
　次に、実施の形態１に係る超音波診断装置１５０の動作について説明する。図５は、超
音波診断装置１５０の超音波画像表示処理フローの一例を示したフローチャートである。
　１．ステップＳ２０１
　ステップＳ２０１では、検査者から操作部１１２にされた指示入力に基づきデータ参照
部１０８はデータ格納部１１０に記録されている複数の参照画像（断層画像及び動画像）
から１の参照画像を選択し、表示画面構成部１０９はデータ格納部１１０から選択された
参照画像を読み出す。上述のとおり、データ格納部１１０には、予め断層画像と動画像と
が対応付けて参照画像として記録されており、例えば１の断層画像を選択すると、その断
層画像と共に、その断層画像を取得したときのプローブを操作する手技が撮像された動画
像も読み出すことができる。
【００５０】
　なお、図５に示すフローは繰り返し行われるもので、上述の断層画像と動画像との対応
付け記録は、後述するステップＳ２０５において実行されるものに相当する。そのため、
本ステップは、過去に行われたフローにおいて記録された断層画像と動画像とを参照画像
とするものである。
　２．ステップＳ２０２
　ステップＳ２０２では、表示画面構成部１０９は、Ｓ２０１で読み出した参照画像を表
示器１１１の画面に表示する。ここでは、表示画面構成部１０９で構成された表示画面の
構成にしたがって、例えば、図６、図７及び図８における表示枠２０１内に参照画像の断
面画像と動画像を配置して表示を行う。断面画像と動画像は自動で再生が開始される。断
層画像と動画像の再生は同期して行われ、同一の時刻に取得された断層画像と動画像のフ
レームが同時に表示される。これにより、参照する断層画像を取得したときのプローブを
操作する手技の様子（断層画像を取得した際の検査風景）が検査者に示される。
【００５１】
　３．ステップＳ２０３
　ステップＳ２０３では、検査者の指示により超音波検査が開始される。すなわち、検査
者から操作部１１２にされたフリーズ解除操作の指示入力に基づき、送受信部１０４での
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超音波の送信及び受信処理が開始され、断層画像生成部１０６は、プローブ１０１が取得
した反射超音波に基づいて断層画像を生成する。あわせて、動画像取得部１０５は、撮像
器１０２により取得された、断層画像を取得したときのプローブを操作する手技が撮像さ
れた動画像を取得を開始する。
【００５２】
　検査者は、被検体体内の断層画像を得るように、プローブ１０１を操作し超音波検査を
行う。この際には、検査者は、表示器１１１の画面に表示される参照画像の動画像に示さ
れる手技に従い、プローブ１０１を動かし被検体の検査部位に対してプローブ１０１を当
てることが望ましい。
　４．ステップＳ２０４
　ステップＳ２０４では、表示画面構成部１０９は、断層画像生成部１０６から直接供給
される現在取得中の断層画像及び動画像取得部１０５から直接供給される動画像を表示器
１１１の画面に表示する。このとき、現在取得中の断層画像及び動画像は、表示画面構成
部１０９で構成された表示画面の構成にしたがって、例えば、図６、図７及び図８におけ
る表示枠２０２内に表示する。
【００５３】
　表示画面構成部１０９は、Ｓ２０２にてデータ格納部１１０から読み出した参照画像の
表示を開始しているので、表示器１１１の画面には、参照画像と現在取得中の断層画像及
び動画像とが並べて表示される。
　検査者は、参照画像の動画像と現在取得中の動画像とが一致するようプローブを操作し
て新たな断層画像を取得し、参照画像の断層画像と現在取得中の断層画像との比較診断を
実施する。すなわち、検査者は表示器１１１の画面に表示される参照画像の動画像と現在
取得中の動画像とを見比べながら、両画像における被検体検査部位とプローブ１０１との
位置関係が等価となるように被検体の検査部位に対してプローブ１０１を当てるように検
査を行う。
【００５４】
　一般に、超音波診断装置は、リアルタイムに体内組織の状態を断層画像の動画として観
察できるため、例えば、腱や関節等、整形外科診療等のような被検体組織を動かしながら
体内の動態を検査することが行われている。こうした検査では、例えば、複数の最終的な
断層画像と、その断層画像を取得した検査部位とプローブの複数の静止画を参照しただけ
では、それらの前後関係や、検査部位の動作やプローブの動きがわからず、断層画像取得
の際にどのような検査が行われていたのかを把握することが難しい。
【００５５】
　これに対し、超音波診断装置１５０では、参照画像の動画像には、参照画像の断層画像
を取得したときのプローブを操作する手技が動画像として表示されている。そのため、断
層画像取得前後の、検体部位の動作やプローブの動きを正しく把握することにより、過去
に行った検査と同じプローブの動きや被検体部位の動きを再現することを可能となり、精
度と再現性の高い超音波検査を行うことができる。
【００５６】
　また、上述のとおり、現在取得中の動画像におけるプローブ１０１と検査部位との位置
関係が、参照画像における動画像中のプローブ１０１と検査部位との位置関係と等価にな
るように、検査部位に対してプローブ１０１を当てることにより、参照画像の断層画像を
取得したときと同じ被検体断面での断層画像を取得することができる。
　これに対し、超音波診断装置１５０では、参照画像の動画像には、参照画像の断層画像
を取得したときのプローブを操作する手技が撮像され、表示器１１１の画面には、例えば
、上述のとおり同じ撮像条件にで撮像された参照画像と現在取得中の断層画像及び動画像
とが並べて表示される。そのため、検査者は表示器１１１の画面に表示される参照画像の
動画像と現在取得中の動画像とを見比べながら、両画像において被検体部位とプローブ１
０１との位置関係が等価となるように、被検体部位に対してプローブ１０１を当てること
ができる。これにより、簡易かつ迅速に、現在のプローブ１０１と検査部位との位置関係
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を、参照画像における断層画像取得時のプローブ１０１と検査部位との位置関係と同じに
することができる。また、検査者は表示器１１１の画面だけを見ながら検査が行えるので
、作業負担が軽減できる。
【００５７】
　５．ステップＳ２０５
　ステップＳ２０５では、対応付記録部１０７は、断層画像生成部１０６から供給される
現在取得中の断層画像と、動画像取得部１０５から供給される現在取得中の動画像とを対
応付けて、現在取得中の断層画像、現在取得中の動画像をデータ格納部１１０に記録する
。併せて、対応付記録部１０７は、両画像のファイルの対応関係を示した保存データリス
ト追加情報を作成して、データ格納部１１０に保存されている保存データリストに記録し
、保存データリストを更新する。
【００５８】
　６．ステップＳ２０６
　ステップＳ２０６では、検査者から操作部１１２にされたフリーズ操作の指示入力に基
づき、検査者の指示により現在の検査部位に対する超音波検査を終了する。送受信部１０
４は、超音波の送信及び受信が停止され、あわせて、動画像取得部１０５は、撮像器１０
２による画像撮像を停止する。さらに、同時に対応付記録部１０７により、取得中の断層
画像と動画像とを対応付けた記録は停止される。また、表示画面構成部１０９により、ス
テップＳ２０２で開始された参照画像の表示器１１１画面への表示は停止される。
【００５９】
　そして、検査者から操作部１１２にされた検査終了の指示入力がされた場合（ステップ
Ｓ２０６におけるＹｅｓの場合）には、超音波検査を終了し、検査終了否の指示入力がさ
れた場合（ステップＳ２０６におけるＮｏの場合）には、ステップＳ２０１に戻り、他の
検査部位に対する検査等を行う。
　＜効果＞
　以上説明したように、本実施の形態に係る超音波診断装置１５０は、反射超音波に基づ
いて複数フレームの断層画像を生成する断層画像生成部１０６と、撮像器１０２より第１
の断層画像を取得したときのプローブ１０１を操作する手技が撮像された第１の動画像を
取得する動画像取得部１０５と、断層画像生成部１０６から供給される第１の断層画像と
、動画像取得部１０５から供給される第１の動画像とを対応付けて記録媒体１１０に記録
する対応付記録部１０７と、過去に取得され記録媒体１１０に記録されている第２の断層
画像及びそれを取得したときのプローブ１０１を操作する手技が撮像された第２の動画像
を読み出すデータ参照部１０８と、データ参照部１０８が、記録媒体１１０から読み出し
た第２の断層画像及び第２の動画像と、断層画像生成部１０６から供給される第１の断層
画像とを、表示器１１１に並べて表示する表示画面構成部１０９とを備えた構成を採る。
【００６０】
　これにより、超音波検査時に比較観察の対象となる過去の超音波画像取得時における被
検体部位の動作やプローブの動きを正しく把握することができる。そのため、整形外科診
療等のような被検体組織を動かしながら体内の動態を検査することが行われる場合におい
ても、過去に行った検査と同じプローブの動きや被検体の動きを再現することが可能とな
り、精度と再現性の高い超音波検査を行うことができる。
【００６１】
　また、表示画面構成部１０９は、さらに、動画像取得部１０５から供給される第１の動
画像をも併せた表示画面を構成し、表示器１１１に表示する構成であってもよい。
　これにより、過去に記録された検査でのプローブを操作する手技が撮像された動画像と
、現在取得中の断層画像を取得するプローブの手技を表示する動画像とを同じ表示画面上
で見比べながら超音波検査を行うことができる。そのため、過去に行った検査での手技を
容易に再現することが可能となり、正確な比較診断を迅速かつ容易に行うことができる。
【００６２】
　また、従来は、検査者は表示器の画面に表示される断層画像を見ると被検体部位を同時
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に見ることはできなかった。そのため、検査者は被検体部位と表示画面とを交互に参照す
る必要があった。これに対し、超音波診断装置１５０では、表示器の画面に表示される現
在取得中の動画像を通して被検体部位を見ることができる。そのため、表示器の画面に表
示される参照画像、現在取得中の動画像及び断層画像だけを見ながら検査が行えるので、
検査者の作業負担が軽減できる。
【００６３】
　また、参照画像が過去のデータであれば、断層画像を比較することで被検体体内組織の
時間的変化を精度よく観察することができる。つまり、治療効果判定を行うことができる
。
　また、参照画像が健側の断層画像であり、取得データが患側の断層画像であれば、患部
の相対的な定量評価が正確にできる。
【００６４】
　≪実施の形態２≫
　次に、実施の形態２に係る超音波診断装置１５２の構成について説明する。超音波診断
装置１５２は、断層画像を取得したときのプローブを操作する手技が撮像された動画像を
解析することで断層画像の示す検査部位を特定し、検査部位と断層画像とを対応付けてデ
ータ格納部に検査部位識別情報として記録する。さらに、検査部位識別情報をもとにデー
タ格納部から参照画像を特定して参照する機能を有する。
【００６５】
　実施の形態１に係る超音波診断装置１５０では、参照画像は検査者による操作部１１２
への操作入力に基づき明示的に選択されていた。しかしながら、データ格納部１１０に記
録されている多数の参照画像の中から参照すべき参照画像を選択することは手間を要した
。例えば、リウマチ検査では、一連の検査において合計４４箇所の指関節を検査すること
が推奨されており、多数の記録データを残す必要がある。このような場合には、正しい参
照画像を選択することに大変な手間を要する。
【００６６】
　このため、正しい参照画像を選択するための負荷を軽減するために、実施の形態２に係
る超音波診断装置１５２では、現在取得中の動画像を解析して検査部位を識別する動画像
解析部２１３を設け、データ参照部２０８により現在の検査部位に基づいた参照画像を自
動的に選択することができる構成とした。
　＜全体構成＞
　図９は、実施の形態２に係る超音波診断装置１５２を用いた超音波診断システム１００
の構成を示すブロック図である。図１０は、超音波診断装置１５２の画像処理回路１５３
の構成を示すブロック図である。超音波診断装置１５２は、超音波診断装置１５０の構成
に加え動画像を解析し検査部位を識別する動画像解析部２１３を設けた点で、超音波診断
装置１５０と相違する。また、超音波診断装置１５２における対応付記録部２０７及びデ
ータ参照部２０８は、超音波診断装置１５０における対応付記録部１０７及びデータ参照
部１０８と、各々異なる機能を有する。図９及び１０の要素において、図１及び２の要素
と同じ構成の要素には同じ符号を付して説明を省略する。
【００６７】
　＜超音波診断装置１５２の各部構成＞
　１．動画像解析部２１３
　動画像解析部２１３は、動画像取得部１０５から供給される現在取得中の動画像を入力
として、動画像を解析してプローブ１０１が当てられている被検体の検査部位を識別し、
検査部位識別情報として対応付記録部２０７及びデータ参照部２０８に出力する回路であ
る。検査部位識別情報とは、プローブ１０１が当てられている被検体における検査部位を
特定する情報である。例えば、左手指関節、右手指関節、左頸動脈、右頸動脈、左ひじ、
右ひし、、左肩、右肩、胃、肝臓、肺、心臓等の臓器、左ひざ、右ひざ等、身体上の部位
が、検査部位識別情報に該当する。動画像を解析して被検体の検査部位を識別する方法は
後述する。
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【００６８】
　２．対応付記録部２０７
　対応付記録部２０７は、断層画像と動画像とを対応付けて、さらに動画像解析部２１３
が識別した検査部位識別情報を付加してデータ格納部１１０に記録する回路である。対応
付記録部１０７と同様に、例えば、保存データリストを用いて対応関係とともに検査部位
識別情報を記録してよい。具体的には、図１０に示すように、対応付記録部２０７は、対
応付記録部１０７と同様に、断層画像生成部１０６から供給される現在取得中の断層画像
と、動画像取得部１０５から供給される現在取得中の動画像、動画像解析部２１３から出
力される検査部位識別情報とを入力として、断層画像及び動画像を参照画像としてデータ
格納部１１０に記録する。併せて、対応付記録部２０７は両画像のファイルの対応関係及
び検査部位識別情報を含む保存データリスト追加情報をデータ格納部１１０に保存されて
いる保存データリストに記録し、保存データリストを更新する。したがって、データ格納
部１１０に保存されている保存データリストは、新規に追加情報が追加されながら更新さ
れる。
【００６９】
　図１１は、対応付記録部２０７が出力する保存データリストの一例を示す概略図である
。保存データリストには、各要素として、対応付記録部１０７と同様の被検体ＩＤ、検査
日時を示すタイムスタンプ、断層動画へのリンク情報、動画像へのリンク情報に加えて、
検査部位識別情報が記載されている。このように、記録する断層動画及び動画像へのリン
ク情報とともに、検査部位識別情報を要素として記録することで、対応付けられた断層動
画と動画像を検査部位識別情報によって検索して呼び出すことが可能となる。
【００７０】
　また、検査部位識別情報に対応するボディマーク画像を断層画像に付与することで、対
応関係を記録してもよい。
　３．データ参照部２０８
　データ参照部２０８は、動画像解析部２１３から供給される検査部位識別情報、操作部
１１２から供給される検査者の操作入力情報とを入力として、データ格納部１１０に記録
された参照画像を読み出す回路である。検査者は表示器１１１に表示される、例えば電子
カルテ等の表示画面を見ながら、操作部１１２へ被検体ＩＤ、検査日時を入力する。デー
タ参照部２０８は、被検体ＩＤ、検査日時に基づき、選択可能な断層画像を絞り込む。そ
して、データ格納部１１０に記録されている保存データリストに記録されている検査部位
識別情報の中から、動画像解析部２１３から供給される検査部位識別情報（現在取得中の
動画像から抽出された検査部位識別情報）と一致するものを検索し、検査部位識別情報と
一致する参照画像を選択してデータ格納部１１０から読み出す。
【００７１】
　＜動作について＞
　次に、実施の形態２に係る超音波診断装置１５２の動作について説明する。図１２は、
超音波診断装置１５２の処理フローを示したフローチャートである。
　１．ステップＳ３０１Ａ
　ステップＳ３０１Ａでは、検査者により、参照したい被検体データ、日時データが操作
部１１２に入力される。ここでは明示的に参照画像を選択せず、被検体識別子と、参照し
たいデータを取得した期間を指定する。例えば、「鈴木太郎」「２か月前」といった指定
である。なお、被検体を識別するＩＤ番号であってもよい。また、「直近の検査」といっ
た指定であってもよい。
【００７２】
　２．ステップＳ３０１Ｂ
　ステップＳ３０１Ｂでは、動画像解析部２１３が、動画像取得部１０５から供給される
現在取得中の動画像とを入力として、現在取得中の断層画像を取得したときのプローブを
操作する手技が撮像された動画像を解析し、現在プローブ１０１が当たっている診断部位
を識別し、検査部位識別情報を作成する。
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【００７３】
　図１３は、本ステップにおける検査部識別処理の詳細を示したフローチャートである。
撮像器１０２による画像撮像が開始される。検査者は検査をしたい被検体の部位へとプロ
ーブを移動させる。
　本ステップでは、動画像解析部２１３は、撮像器１０２が撮像したプローブを１０１操
作する手技が撮像された動画像を取得し（Ｓ３０１Ｂ１）、現在動画像中に主要な要素と
して含まれる被検体部位の画像と、予め検査部位毎に学習された検査部位用の識別器（テ
ンプレート画像）とを比較し、検査部位の概略を識別する（Ｓ３０１Ｂ２）。検査部位の
概略とは、例えば、左手指、右手指、左頸部、右頸部、左手、右手、腹部、胸部、左足、
右足等、現在動画像中に主要な要素として含まれる身体上の部位の概略を示す情報である
。
【００７４】
　次に、検出された部位の配置により被検体部位の体勢を識別する（Ｓ３０１Ｂ３）。す
なわち、検査部位が動画像フレーム中の位置と角度（向き）等、その部位の動画像フレー
ム中の配置を検出することで、被検体部位の体勢を識別する。
　次に、現在のプローブ１０１の画像と、予めプローブ用に学習されたプローブ用の識別
器（テンプレート画像）とを比較し、現在のプローブの位置及び角度を識別する（Ｓ３０
１Ｂ４）。
【００７５】
　次に、識別された被検体部位の体勢と、検出されたプローブ位置とを統合して、現在プ
ローブ１０１が当たっている検査部位の詳細を識別する（Ｓ３０１Ｂ５）。検査部位の詳
細とは、例えば、左手指関節、右手指関節、左頸動脈、右頸動脈、左ひじ、右ひし、胃、
肝臓、肺、心臓等の臓器、左ひざ、右ひざ等、現在プローブ１０１が当たっている身体上
の部位の詳細を示す情報である。
【００７６】
　最後に、検査部位識別情報として対応付記録部２０７及びデータ参照部２０８に出力す
る（Ｓ３０１Ｂ６）。
　なお、撮像器１０２を複数設けることで、奥行情報を加えた識別処理を行ってもよい。
また、３次元の奥行情報を得られる３次元撮像器を用いてもよい。解析において奥行情報
を用いることで、より正確に識別を行うことが可能となる。
【００７７】
　なお、ステップＳ３０１Ｂのあとに、検査者が識別結果を確認して、間違った識別をし
た場合に修正するステップを設けてもよい。複数の候補を提示して、その中から選ぶステ
ップを設けてもよい。
　３．ステップＳ３０２
　ステップＳ３０２では、データ参照部２０８は、動画像解析部２１３から供給される検
査部位識別情報を入力として、データ格納部１１０に記録された参照画像の中から、現在
取得中の動画像から抽出された検査部位識別情報と同じ検査部位識別情報を有する参照画
像を読み出す。データ格納部１１０には、あらかじめ、断層画像と動画像と、検査部位情
報とが対応付けて記録されている。そのため、データ参照部２０８は、データ格納部１１
０に記録されている保存データリストに記録されている検査部位識別情報の中から、動画
像解析部２１３から供給される検査部位識別情報（現在取得中の動画像から抽出された検
査部位識別情報）と一致するものを検索し、その検査部位識別情報に対応する断層画像と
その断層画像を取得したときの手技を記録した動画像を参照画像として読み出す。
【００７８】
　なお、図１２に示すフローは繰り返し行われるもので、上述の断層画像と動画像との対
応付け記録は、後述するステップＳ３０５において実行されるものに相当する。そのため
、本ステップは、過去に行われたフローにおいて記録された断層画像と動画像とを参照画
像とするものである。
　４．ステップＳ３０３、Ｓ３０４
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　ステップＳ３０３、Ｓ３０４は、それぞれ、図５におけるＳ２０３、Ｓ２０４と同じ処
理が行われる。
【００７９】
　検査者は、参照画像と、現在取得データとを比較して超音波検査を行う。このとき、検
査者が、現在どの部位を検査しようとしているかが、動画像解析部２１３により識別され
ているので、現在の検査部位に対応する参照画像が表示される。例えば、検査者が被検体
の右ひざにプローブを当てているときには、右ひざを写した参照画像が表示され、検査者
が被検体の左ひざにプローブを当てたときには、左ひざを写した参照画像が即座に表示さ
れる。これにより、検査者は現在の検査部位に対応する参照画像を正しく簡易に読み出し
参照することができる。
【００８０】
　なお、表示画面構成部１０９による画面構成は、検査部位に応じて構成することも可能
である。例えば、検査部位識別情報に対応するボディマーク画像を、断層画像又は動画像
に重畳表示または並べて表示してもよい。
　図１４は、実施の形態２に係る超音波診断装置１５２における表示画像の一例を示した
概略図である。図１４に示すように、例えば、挟持枠２０５には、参照画像である頸動脈
に対応するボディマーク画像が表示され、表示枠２０６には、同様に現在取得中の断層画
像である頸動脈に対応するボディマーク画像が表示されている。これにより、検査者は、
表示器１１１に表示されるボディマーク画像から動画像解析部２１３による検査部位識別
結果を即時かつ明確に認識することができる。
【００８１】
　また、動画像解析部２１３による検査部位の識別は、ステップＳ３０３からＳ３０４の
検査の間、継続して行われてもよい。
　５．ステップＳ３０５
　ステップＳ３０５では、断層画像と動画像とを対応付けて、さらに動画像解析部２１３
が識別した検査部位識別情報を付加してデータ格納部１１０に記録する。具体的には、対
応付記録部２０７は、断層画像生成部１０６から供給される現在取得中の断層画像と、動
画像取得部１０５から供給される現在取得中の動画像とを対応付けて、現在取得中の断層
画像、現在取得中の動画像をデータ格納部１１０に記録する。併せて、対応付記録部２０
７は、図１１に示すような両画像のファイルの対応関係と、動画像解析部２１３が識別し
た検査部位識別情報を示した保存データリスト追加情報を作成して、データ格納部１１０
に保存されている保存データリストに記録し、保存データリストを更新する。
【００８２】
　なお、対応付記録部２０７による、動画像と診断部位との対応付けは、フレーム単位で
行われてもよい。その場合には、動画像と診断部位とのフレーム毎の対応関係を示す保存
データリスト追加情報をフレーム単位で作成しデータ格納部１１０に保存されている保存
データリストに記録する。
　６．ステップＳ３０６
　ステップＳ３０６では、検査者から操作部１１２にされたフリーズ操作の指示入力に基
づき、検査者の指示により現在の検査部位に対する超音波検査を終了する。送受信部１０
４は、超音波の送信及び受信が停止され、あわせて、動画像取得部１０５は、撮像器１０
２による画像撮像を停止する。さらに、同時に対応付記録部２０７により、取得中の断層
画像と動画像とを対応付け検査部位識別情報を付加した記録は停止される。
【００８３】
　そして、検査者から操作部１１２にされた検査終了の指示入力がされた場合（ステップ
Ｓ３０６におけるＹｅｓの場合）には、超音波検査を終了し、検査終了否の指示入力がさ
れた場合（ステップＳ３０６におけるＮｏの場合）には、ステップＳ３０１Ａに戻り、他
の検査部位に対する検査等を行う。
　＜効果＞
　以上、説明したように、超音波診断装置１５２は、反射超音波に基づいて複数フレーム
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の断層画像を生成する断層画像生成部１０６と、撮像器１０２より第１の断層画像を取得
したときのプローブ１０１を操作する手技が撮像された第１の動画像を取得する動画像取
得部１０５と、断層画像生成部１０６から供給される第１の断層画像と、動画像取得部１
０５から供給される第１の動画像とを対応付けて記録媒体１１０に記録する対応付記録部
２０７と、過去に取得され記録媒体１１０に記録されている第２の断層画像及びそれを取
得したときのプローブ１０１を操作する手技が撮像された第２の動画像を読み出すデータ
参照部２０８と、データ参照部２０８が、記録媒体１１０から読み出した第２の断層画像
及び第２の動画像と、断層画像生成部１０６から供給される第１の断層画像とを、表示器
１１１に並べて表示する表示画面構成部１０９と、動画像取得部１０５から供給される第
１の動画像を解析して検査部位を識別し第１検査部位識別情報を生成する動画像解析部２
１３を備え、対応付記録部２０７は、第１の断層画像及び第１の動画像に、さらに第１の
検査部位識別情報を対応付けて記録媒体１１０に記録し、データ参照部２０８は、過去に
取得され記録媒体１１０に記録されている第２の断層画像及び第２の動画像であって、対
応付されている第２の検査部位識別情報と第１の検査部位識別情報とが一致する第２の断
層画像及び第２の動画像を読み出すことを特徴とする。
【００８４】
　すなわち、現在取得中の動画像を解析することで検査部位を特定し、検査部位と断層画
像とを対応付けてデータ格納部１１０に記憶する。さらに、検査部位をもとに過去の参照
画像を参照することができる構成を採る。
　係る構成により、検査者が被検体のどの部位を検査しようとしているかが識別され、そ
の部位に対応する参照画像を正しく簡易に読み出して参照することができる。その結果、
正確な比較検査が可能となる。
【００８５】
　また、記録媒体１１０は、第２の検査部位識別情報に対応するボディマーク画像が記録
されており、データ参照部２０８は、記録媒体１１０に記録されたボディマーク画像の中
から、第２の検査部位識別情報に基づき特定のボディマーク画像を読み出し、表示画面構
成部１０９は、ボディマーク画像を表示器１１１に、さらに表示させるよう表示画面を構
成する構成であってもよい。
【００８６】
　係る構成により、検査者は、表示器に表示されるボディマーク画像から動画像解析部２
１３による検査部位識別結果を即時かつ明確に認識することができる。
　＜その他の変形例＞
　上記実施形態に係る超音波診断装置では、記憶装置であるデータ格納部１１０を超音波
診断装置内に含む構成としたが、記憶装置はこれに限定されず、半導体メモリ、ハードデ
ィスクドライブ、光ディスクドライブ、磁気記憶装置、等が、超音波診断装置に外部から
接続される構成であってもよい。
【００８７】
　また、超音波診断装置には、プローブ１０１及び表示器１１１が外部から接続される構
成としたが、これらは、超音波診断装置内に一体的に具備されている構成としてもよい。
　また、プローブ１０１に例えば、角度センサ等の傾斜角度測定手段を設け、プローブ１
０１の傾斜角度を測定して検査結果に記録する構成としてもよい。
　また、上記実施の形態においては、プローブ１０１は、複数の圧電素子が一次元方向に
配列されたプローブ構成を示した。しかしながら、プローブの構成は、これに限定される
ものではなく、例えば、複数の圧電変換素子を二次元方向に配列した二次元配列振動子や
、一次元方向に配列された複数の振動子を機械的に揺動させて三次元の断層画像を取得す
る揺動型超音波探触子を用いてもよく、測定に応じて適宜使い分けることができる。例え
ば、２次元に配列されたプローブを用いた場合、圧電変換素子に電圧を与えるタイミング
や電圧の値を個々に変化させることによって、送信する超音波ビームの照射位置や方向を
制御することができる。
【００８８】
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　また、プローブは、送受信部の一部の機能をプローブに含んでいてもよい。例えば、送
受信部から出力された送信電気信号を生成するための制御信号に基づき、プローブ内で送
信電気信号を生成し、この送信電気信号を超音波に変換する。併せて、受信した反射超音
波を受信電気信号に変換し、プローブ内で受信電気信号に基づき受信信号を生成する構成
を採ることができる。
【００８９】
　また、各実施の形態に係る超音波診断装置に含まれる各処理部は典型的には集積回路で
あるＬＳＩとして実現される。これらは個別に１チップ化されてもよいし、一部又は全て
を含むように１チップ化されてもよい。
　また、実施の形態では、各ブロックは、独立したハードウエアによる構成として説明し
た。しかしながら、超音波診断装置を構成する各ブロックは、必ずしも独立したハードウ
エアによって構成される必要はなく、例えば、各ブロックを必要に応じて一体としたＣＰ
Ｕおよびソフトウエアによって、その機能を実現する構成であってもよい。
【００９０】
　また、超音波診断装置の各機能ブロックは、各々の機能ブロックの一部又は全部の機能
を、典型的には集積回路であるＬＳＩとして実現することもできる。これらは個別に１チ
ップ化されてもよいし、一部または全てを含むように１チップ化されてもよい。なお、Ｌ
ＳＩは、集積度の違いにより、ＩＣ、システムＬＳＩ、スーパーＬＳＩ、ウルトラＬＳＩ
と呼称されることもある。
【００９１】
　なお、集積回路化の手法はＬＳＩに限るものではなく、専用回路または汎用プロセッサ
で実現してもよい。ＬＳＩ製造後に、プログラムすることが可能なＦＰＧＡ（Ｆｉｅｌｄ
ＰｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅＧａｔｅＡｒｒａｙ）や、ＬＳＩ内部の回路セルの接続や設定
を再構成可能なリコンフィギュラブル・プロセッサー（ＲｅＣｏｎｆｉｇｕｒａｂｌｌｅ
Ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ）を利用してもよい。
【００９２】
　さらには、半導体技術の進歩または派生する別技術によりＬＳＩに置き換わる集積回路
化の技術が登場すれば、当然、その技術を用いて機能ブロックの集積化を行ってもよい。
　また、各実施の形態に係る、超音波診断装置の機能の一部又は全てを、ＣＰＵ等のプロ
セッサがプログラムを実行することにより実現してもよい。
　さらに、本発明は上記プログラムであってもよいし、上記プログラムが記録された非一
時的なコンピュータ読み取り可能な記録媒体であってもよい。また、上記プログラムは、
インターネット等の伝送媒体を介して流通させることができるのは言うまでもない。
【００９３】
　また、ブロック図における機能ブロックの分割は一例であり、複数の機能ブロックを一
つの機能ブロックとして実現したり、一つの機能ブロックを複数に分割したり、一部の機
能を他の機能ブロックに移してもよい。また、類似する機能を有する複数の機能ブロック
の機能を単一のハードウェア又はソフトウェアが並列又は時分割に処理してもよい。
　また、上記のステップが実行される順序は、本発明を具体的に説明するために例示する
ためのものであり、上記以外の順序であってもよい。また、上記ステップの一部が、他の
ステップと同時（並列）に実行されてもよい。
【００９４】
　また、各実施の形態に係る超音波診断装置、及びその変形例の機能のうち少なくとも一
部を組み合わせてもよい。更に上記で用いた数字は、全て本発明を具体的に説明するため
に例示するものであり、本発明は例示された数字に制限されない。
　さらに、本実施の形態に対して当業者が思いつく範囲内の変更を施した各種変形例も本
発明に含まれる。
【００９５】
　≪まとめ≫
　以上、説明したとおり、本実施の形態に係る超音波診断装置は、プローブ１０１、撮像
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器１０２、記録媒体１１０及び表示器１１１の各々と接続可能に構成され、プローブ１０
１を用いて被検体に超音波を送信し反射超音波から得られる被検体体内の断層画像を表示
する超音波診断装置であって、反射超音波に基づいて複数フレームの断層画像を生成する
断層画像生成部１０６と、撮像器１０２より第１の断層画像を取得したときのプローブ１
０１を操作する手技が撮像された第１の動画像を取得する動画像取得部１０５と、断層画
像生成部１０６から供給される第１の断層画像と、動画像取得部１０５から供給される第
１の動画像とを対応付けて記録媒体１１０に記録する対応付記録部１０７と、過去に取得
され記録媒体１１０に記録されている第２の断層画像及びそれを取得したときのプローブ
１０１を操作する手技が撮像された第２の動画像を読み出すデータ参照部１０８と、デー
タ参照部１０８が、記録媒体１１０から読み出した第２の断層画像及び第２の動画像と、
断層画像生成部１０６から供給される第１の断層画像とを、表示器１１１に並べて表示す
る表示画面構成部１０９とを備えた構成を採る。また、表示画面構成部１０９は、さらに
、動画像取得部１０５から供給される第１の動画像をも併せた表示画面を構成し、表示器
１１１に表示する構成であってもよい。
【００９６】
　これにより、超音波検査時に比較観察の対象となる過去の超音波画像取得時における被
検体部位の動作やプローブの動きを正しく把握することができる。そのため、過去に行っ
た検査と同じプローブの動きや被検体の動きを再現することをが可能となり、精度と再現
性の高い超音波検査を行うことができる。
　また、過去に記録された検査でのプローブを操作する手技が撮像された動画像と、現在
取得中の断層画像を取得するプローブの手技を表示する動画像とを同じ表示画面上で見比
べながら超音波検査を行うことができるので、過去に行った検査での手技を容易に再現す
ることができる。そのため、正確な比較診断を迅速かつ容易に行うことができる。
【００９７】
　≪補足≫
　以上で説明した実施の形態は、いずれも本発明の好ましい一具体例を示すものである。
実施の形態で示される数値、形状、材料、構成要素、構成要素の配置位置及び接続形態、
工程、工程の順序などは一例であり、本発明を限定する主旨ではない。また、実施の形態
における構成要素のうち、本発明の最上位概念を示す独立請求項に記載されていない工程
については、より好ましい形態を構成する任意の構成要素として説明される。
【００９８】
　また、発明の理解の容易のため、上記各実施の形態で挙げた各図の構成要素の縮尺は実
際のものと異なる場合がある。また本発明は上記各実施の形態の記載によって限定される
ものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲において適宜変更可能である。
　さらに、超音波診断装置においては基板上に回路部品、リード線等の部材も存在するが
、電気的配線、電気回路について当該技術分野における通常の知識に基づいて様々な態様
を実施可能であり、本発明の説明として直接的には無関係のため、説明を省略している。
尚、上記示した各図は模式図であり、必ずしも厳密に図示したものではない。
【産業上の利用可能性】
【００９９】
　本開示にかかる超音波診断装置、超音波画像処理方法、及びコンピュータ読み取り可能
な非一時的な記録媒体は、超音波診断装置の検査時の操作性を向上することから、医療用
超音波検査に広く用いることができる。特に整形外科分野等における検査対象部位の動態
の検査において有用である。
【符号の説明】
【０１００】
　　１０１　　プローブ
　　１０２　　撮像器
　　１０３　　制御部
　　１０４　　送受信部
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　　１０６　　断層画像生成部
　　１０５　　動画像取得部
　　１０７、２０７　　対応付記録部
　　１０８、２０８　　データ参照部
　　１０９　　表示画面構成部
　　１１０　　データ格納部（記録媒体）
　　１１１　　表示器
　　１１２　　操作部
　　１５０、１５２　　超音波診断装置
　　１５１、１５３　　画像処理回路
　　２１３　　動画像解析部
　　１１００　　超音波診断システム

【図１】 【図２】
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